
し
加
筆
修
正
さ
れ
、
成
果
の
み
の
っ
た
論
文
集
が
で
き
た
と
い
う
。

編
者
は
「
そ
の
共
同
研
究
で
私
は
、
学
際
的
な
女
性
学
研
究
の
理
想

像
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
よ
う
に
思
う
」
。
と
語
っ
て
い
る
。
私
達
は
日

頃
、
看
護
婦
問
題
の
女
性
学
検
討
の
必
要
性
を
痛
感
し
な
が
ら
果
せ
な

い
で
来
た
。
そ
の
重
要
点
を
先
ず
序
論
が
展
開
し
て
い
る
。
即
ち
看
護

は
女
性
一
般
の
メ
タ
フ
ァ
と
し
て
今
日
も
存
在
し
て
い
る
。
看
護
の
歴

史
の
中
に
み
ら
れ
る
女
性
観
の
反
映
と
し
て
の
矛
盾
に
み
ち
た
看
護
婦

の
肯
定
的
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
は
、
ケ
ア
の
社
会
的
価
値
の
正
当
視
が
確

立
す
る
こ
と
無
し
に
は
消
失
し
な
い
こ
と
。
女
性
、
女
性
労
働
、
看
護
、

の
地
位
は
こ
れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
相
互
関
連
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

本
文
内
容
は
、
十
編
の
論
文
が
大
き
く
三
つ
に
分
け
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
「
第
１
部
・
視
覚
芸
術
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
」
に
は
、
①
フ
ロ
ー

レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
以
前
（
絵
画
・
彫
刻
）
。
②
イ
メ
ー
ジ
か
現
実

か
（
写
真
）
。
③
象
徴
と
し
て
の
建
築
。
「
第
Ⅱ
部
・
文
学
の
な
か
の
イ
メ

ー
ジ
」
。
④
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
大
衆
文
化
に
見
る
看
護
婦
の
イ
メ
ー
ジ
。

⑤
看
護
婦
。
⑥
「
特
殊
な
関
係
」
。
⑦
生
命
の
信
奉
者
た
ち
。
「
第
Ⅲ
部
．

社
会
問
題
と
イ
メ
ー
ジ
・
」
⑧
ワ
シ
の
よ
う
に
舞
い
上
が
れ
（
黒
人
看
護

婦
を
め
ぐ
る
歴
史
イ
メ
ー
ジ
）
。
⑨
イ
メ
ー
ジ
と
理
想
（
看
護
の
社
会
化
と
性

差
別
）
。
⑩
白
衣
の
天
使
（
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
で
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
像
）
。

と
な
っ
て
い
る
。

私
達
は
看
護
史
研
究
会
と
い
う
さ
さ
や
か
な
サ
ー
ク
ル
で
、
や
は
り

七
年
の
年
月
を
か
け
た
共
同
討
論
に
よ
り
、
「
看
護
学
生
の
た
め
の
世
界

看
護
史
」
を
一
九
九
七
年
三
月
に
や
っ
と
刊
行
し
た
。
そ
の
立
場
か
ら

は
、
や
は
り
文
化
財
で
看
護
の
歴
史
を
立
証
す
る
第
１
部
が
一
番
ひ
き

つ
け
ら
れ
た
。
古
代
で
は
少
な
い
史
料
で
あ
ま
り
の
断
定
ぶ
り
に
驚
き

つ
つ
も
、
私
事
と
し
て
の
看
護
が
時
代
と
共
に
社
会
的
要
求
に
よ
り
公

事
と
し
て
の
看
護
へ
と
変
る
。
そ
こ
で
の
新
旧
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
が

実
証
的
に
の
べ
ら
れ
る
。
病
院
と
看
護
婦
養
成
の
密
着
度
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
変
化
で
変
る
看
護
婦
宿
舎
の
建
築
物
の
象
徴
性
な
ど
確
か
な
指
摘

に
教
え
ら
れ
た
。
第
Ⅱ
部
は
多
様
な
、
高
級
・
大
衆
文
学
と
看
護
に
つ

い
て
の
論
及
。
第
Ⅲ
部
は
今
日
的
な
看
護
問
題
の
鋭
い
指
摘
と
批
判
に

満
ち
て
い
て
誠
に
刺
戟
的
。
刊
行
を
深
く
感
謝
し
た
い
。

（
坂
木
玄
子
）

〔
時
空
出
版
社
輔
〒
叩
ｌ
岬
東
京
都
文
京
区
小
石
川
四
’
一
八
’
三
、
恋

○
三
’
三
八
一
二
’
五
三
一
五
、
一
九
九
七
年
七
月
発
行
、
Ａ
５
判
、

三
一
八
頁
、
二
、
九
○
○
円
〕

小
曽
戸
洋
著

「
中
国
医
学
古
典
と
日
本
ｌ
書
誌
と
伝
承
ｌ
」

わ
が
国
で
は
、
古
来
、
多
く
の
古
医
籍
が
秘
蔵
伝
承
さ
れ
、
中
国
古

典
医
学
研
究
の
た
め
の
一
大
宝
庫
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
マ
イ

ク
ロ
複
写
に
よ
る
利
用
や
影
印
刊
行
に
よ
っ
て
広
く
一
般
に
流
布
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
九
七
○
年
代
半
ば
以
降
の
こ
と
で

あ
る
。
本
書
の
著
者
・
小
曽
戸
洋
氏
は
こ
う
し
た
研
究
環
境
の
熟
成
を

踏
ま
え
、
一
九
七
○
年
代
後
半
か
ら
善
本
医
書
の
本
格
的
研
究
を
精
力

的
に
行
っ
て
き
た
。
本
書
は
、
著
者
が
二
十
年
余
の
研
究
過
程
で
発
表

し
た
数
多
く
の
論
文
の
中
か
ら
、
中
国
古
典
医
学
に
つ
い
て
の
そ
れ
を
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選
び
、
再
編
改
稿
し
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
「
日
中
伝
統
医
学
の
歴
史
」
と
題
さ
れ
た
序
章
及
び
「
黄
帝

内
経
」
「
神
農
の
害
と
そ
の
崇
拝
」
「
張
仲
景
方
」
「
晋
～
唐
の
医
学
典
籍
」

「
敦
埠
文
書
お
よ
び
西
域
出
土
文
書
中
の
医
薬
文
献
」
の
五
章
と
附
章

「
古
代
中
国
の
医
学
史
料
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

概
ね
中
国
医
学
の
基
礎
を
な
す
唐
以
前
の
古
典
医
書
に
つ
い
て
、
現
存

す
る
資
料
の
実
見
と
徹
底
し
た
調
査
検
討
に
基
づ
く
医
史
文
献
学
的
研

究
で
あ
る
。
特
に
各
文
献
の
版
本
学
的
評
価
の
厳
密
性
に
お
い
て
、
従

来
の
類
書
の
群
を
抜
く
。
す
な
わ
ち
本
書
は
岡
西
為
人
の
『
未
以
前
医

籍
考
」
や
『
中
国
医
書
本
草
考
」
に
象
徴
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
医
書
に

つ
い
て
の
正
統
的
な
書
誌
文
献
学
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

私
た
ち
は
本
書
の
通
読
に
よ
り
、
岡
西
氏
以
降
に
展
開
さ
れ
た
中
国
医

書
の
書
誌
的
研
究
の
、
現
時
点
に
お
け
る
最
先
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。本

書
の
大
き
な
特
徴
は
、
害
題
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
中
国
古
典
医

書
の
日
本
で
の
伝
承
と
版
刻
、
並
び
に
研
究
史
に
多
く
の
頁
を
割
い
て

い
る
点
に
あ
る
。
日
本
に
は
平
安
時
代
以
来
、
多
数
の
伝
承
医
書
が
現

存
し
て
い
る
。
ま
た
近
世
に
お
け
る
新
旧
の
中
国
医
書
の
重
刊
や
考
証

的
研
究
の
膨
大
な
蓄
積
は
、
中
国
の
同
時
期
の
そ
れ
を
陵
駕
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
日
本
に
お
け
る
中
国
医
学
伝
承
の
問
題
は
、
独
り
日
本
の
国

内
問
題
に
留
ま
ら
な
い
普
遍
的
側
面
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
本
書
で
こ

の
問
題
が
特
に
詳
細
に
考
証
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

テ
ー
マ
別
で
は
、
医
経
を
扱
っ
た
第
一
章
の
「
黄
帝
内
経
」
と
第
四

章
の
「
晋
～
唐
の
医
学
典
籍
」
に
多
く
の
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
経
方

を
論
じ
た
第
三
章
は
他
章
に
比
し
て
短
編
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
テ
ー
マ

が
著
者
と
共
同
研
究
者
と
の
分
担
研
究
と
な
っ
て
い
る
た
め
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
第
二
章
は
他
の
章
と
趣
を
異
に
し
、
医
薬
の
祖
・
神
農
へ

の
日
本
で
の
崇
拝
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
鍼
灸
専

門
資
料
の
研
究
は
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
の
み
で
、
本
書
の
領
域
内
で
あ

る
「
難
経
」
や
「
甲
乙
経
』
は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
・

本
書
は
中
国
医
学
の
医
史
文
献
学
的
研
究
害
と
し
て
一
級
の
も
の
で

あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
収
録
さ
れ
た
諸
論
文
か
ら
感
じ
る
独
特
の
刺

激
的
な
要
素
を
説
明
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
著
者
の
文

献
研
究
の
意
義
に
つ
き
、
い
さ
さ
か
の
感
想
を
述
べ
て
み
る
。

中
国
医
学
を
論
じ
る
場
合
、
古
典
文
献
の
読
み
取
り
は
不
可
欠
で
あ

る
。
し
か
し
、
近
代
以
降
に
成
立
し
た
中
国
医
学
研
究
害
の
な
か
に
は
、

古
典
文
献
に
依
拠
し
て
〈
中
国
医
学
の
実
相
〉
を
論
じ
て
い
る
よ
う
な

体
裁
を
と
り
つ
つ
も
、
む
し
ろ
そ
れ
と
は
か
け
離
れ
た
、
あ
る
種
の
先

験
的
な
く
理
念
〉
に
強
く
彩
ら
れ
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
換
言

す
れ
ば
、
今
世
紀
の
三
十
年
代
以
降
に
ｕ
中
で
復
興
さ
れ
た
伝
統
医
学

の
諸
分
野
で
は
、
復
興
前
後
に
形
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
根
拠
が
暖
昧

で
主
観
的
な
多
く
の
〈
言
説
〉
や
〈
意
味
〉
が
、
ほ
と
ん
ど
再
検
討
も

吟
味
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
、
現
在
も
私
た
ち
を
覆
い
つ
く
し
て

い
る
。
本
書
の
著
者
の
仕
事
の
本
質
は
、
そ
れ
ら
既
成
の
〈
言
説
〉
や

〈
意
味
〉
の
徹
底
し
た
解
体
と
、
中
国
医
学
研
究
の
確
実
な
基
礎
の
新

た
な
構
築
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
既
成
の
〈
言
説
〉
を
拒

否
し
て
直
接
に
古
典
文
献
に
つ
く
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
本
当
の
難

問
は
、
確
実
な
基
盤
の
確
立
、
あ
た
か
も
〈
物
質
〉
を
扱
う
よ
う
に
扱
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う
こ
と
の
で
き
る
基
本
的
研
究
対
象
の
確
立
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ

が
、
本
書
の
著
者
が
従
来
の
研
究
者
の
よ
う
に
無
造
作
に
〈
内
容
〉
検

討
に
立
ち
入
ろ
う
と
せ
ず
、
先
ず
〈
物
質
〉
と
し
て
の
文
献
の
研
究
、

書
誌
学
に
つ
い
た
こ
と
の
理
由
で
あ
る
。
ま
た
〈
内
容
〉
を
扱
う
際
に

も
、
文
献
に
見
え
る
言
葉
を
ひ
と
つ
の
〈
物
質
〉
を
扱
う
よ
う
に
、
文

字
ど
お
り
定
量
定
性
的
に
解
析
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
る
。
そ
の

典
型
的
な
作
業
と
し
て
、
た
と
え
ば
本
書
で
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
が
、

一
九
八
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
所
収
の
弓
脈
経
」

総
説
」
の
後
半
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
に
は
、
こ
う
し
た
方

法
の
徹
底
が
〈
内
容
〉
検
討
に
至
る
不
可
避
の
過
程
と
考
え
ら
れ
た
に

相
違
な
い
。
私
た
ち
も
ま
た
、
著
者
の
一
連
の
作
業
を
、
中
国
医
学
研

究
を
〈
文
学
〉
か
ら
〈
科
学
〉
に
転
じ
さ
せ
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て

高
く
評
価
し
て
き
た
。

私
た
ち
は
、
本
書
の
刊
行
に
よ
っ
て
中
国
古
典
医
学
考
究
の
た
め
の

最
も
信
頼
す
べ
き
研
究
書
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
著
者
若
年
時
に
お

け
る
漢
文
学
習
の
素
養
か
ら
来
た
と
み
ら
れ
る
文
体
は
硬
質
か
つ
端
正

で
あ
る
。
今
後
、
本
書
が
研
究
者
必
備
の
一
本
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
疑
わ
な
い
。

（
篠
原
孝
市
）

〔
塙
書
房
”
〒
川
ｌ
岬
東
京
都
文
京
区
本
郷
六
丁
目
八
’
一
六
、
丑
○
三

’
三
八
一
二
’
五
八
一
二
、
一
九
九
六
年
二
月
発
行
、
Ａ
５
判
・
函
入

り
、
七
一
六
頁
、
本
体
価
格
一
二
○
○
○
円
〕

タ
イ
モ
ン
・
ス
ク
リ
ー
チ
著
、
高
山
宏
訳

「
江
戸
の
身
体
を
開
く
」

本
書
は
タ
イ
ト
ル
か
ら
し
て
一
見
、
江
戸
時
代
の
解
剖
学
史
の
よ
う

に
思
え
る
が
、
そ
う
し
た
従
来
の
著
述
と
は
お
よ
そ
趣
が
異
な
る
。
一

言
で
本
吉
の
性
格
を
表
現
す
る
の
は
と
て
も
む
つ
か
し
い
が
、
い
く
つ

か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
よ
う
に
思
え
た
。

ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
と
日
本
、
美
術
史
と
絵
解
き
、
図
像
学
（
ィ
コ
ノ
グ
ラ
フ

ィ
ー
）
と
文
献
学
、
刀
と
鋏
、
解
剖
医
と
画
家
と
彫
り
師
、
身
体
地
理
学
、

解
体
図
と
風
景
画
な
ど
な
ど
。

こ
う
し
た
様
々
な
視
点
か
ら
、
目
も
く
ら
む
ほ
ど
の
多
量
の
図
版
と

文
献
を
博
引
・
比
較
し
、
江
戸
の
身
体
観
と
解
体
図
の
関
連
を
ま
さ
に

解
剖
し
、
解
明
し
て
ゆ
く
。
医
史
学
関
連
言
と
し
て
は
ま
っ
た
く
斬
新

な
吾
と
い
っ
て
い
い
。
以
下
の
目
次
を
見
る
だ
け
で
も
視
点
の
ユ
ニ
ー

ク
さ
が
分
か
る
だ
ろ
う
。

序
章
は
「
ア
ク
セ
ス
の
図
像
学
」
。
第
一
章
「
刀
」
は
、
「
人
斬
り
は
、

も
は
や
時
代
遅
れ
」
「
人
々
は
刀
に
異
国
を
見
た
」
「
鋏
、
花
、
そ
し
て

人
体
」
「
舶
来
の
鋏
」
「
ブ
ル
ー
タ
ル
な
魅
力
」
「
箱
と
折
り
た
た
み
ナ
イ

フ
と
」
か
ら
な
る
。
第
二
章
「
身
体
を
切
る
」
は
、
「
外
科
と
外
科
道
具
」

「
オ
ラ
ン
ダ
医
学
」
「
切
る
医
者
」
の
各
篇
。
第
三
章
「
さ
ら
さ
れ
る
身

体
」
は
、
「
人
間
は
一
個
の
プ
ロ
セ
ス
」
「
西
洋
の
絵
の
イ
ン
パ
ク
ト
」

「
彼
ら
は
本
当
に
切
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
「
解
剖
と
権
力
」
の
各
篇
。
第

四
章
「
つ
く
ら
れ
て
い
く
身
体
」
は
、
「
骨
の
あ
る
話
」
「
内
外
真
偽
、

そ
れ
が
条
件
次
第
也
」
「
食
物
合
戦
の
メ
タ
フ
ォ
リ
ス
」
「
オ
ラ
ン
ダ
料
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